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Iま え が き
山陰沖の水深 160mから250mの大陸棚縁辺部の海底から,象の歯牙化石を産出すること
は亀井 (1967)によってはじめて明らかにされた。その内訳は4本の象牙と1本の日歯の計5
本で,いずれもナウマンブウ 的 肋?机翡ο′bη ηαα″αη崩 (MAKIYAMA))と同定された。この
発見はナウマンブウの分布,系統,進化や,歯牙化石のアミノ酸組成,微細構造の研究など古
生物学的な研究に重要な貢献をしたばかりでなく,ナウマンブウの産出層準,海水面低下の時
期,大陸との接合問題,地域の地盤変動の問題などの地質学の研究面にもおおいに寄与した。
亀井の報告を契機として,日本海底から産出したと称する標本が相ついで明らかにされたが ,
いずれも産出地点がはっきりしなかったり,発見までの経緯が不明であったりして正式に記載
されたものはない。
1973年以来,鳥取大学教育学部地学教室では後述するような事情で山陰沖の海底から引き揚
げられたナウマンプウ化石の2標本を所蔵している。これらは亀井 (1967)によって報告され
た産出地点にかなり近い同じ海域のものである。哺乳動物化石は産出が少なく,とくに海底産
のものは貴重な研究資料であるから,発見から人手までの経過についても可能な限り正確に記
録して報告することにする。
ここに報告する2標本はナウマンブウの自歯と切歯 (象牙)
寄贈されたものであるから内上標本と呼ぶこととする。一方 ,
もたらされたものであるから広沢標本と呼がことにする。
また,調査の過程で判明した角谷岩信氏所有の切歯 (象牙)
出地点などについても報告する。
H 発見と入手までの経過
H-1 内上標本
この標本は島根県美保関町の内上虎保氏が所有されていたものである。1975年3月,教育学
部日中窪篤教授が,市内の某氏に,化石らしいので鑑定してほしいと頼まれて,地学教室に持
参された。一見して海底産の象化石とわかったので研究させていただくことにした。その管の
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である。日歯は内上虎保氏から
切歯 (象牙)は広沢栄一氏から
は角谷標本と呼がことにし,産
*地学教室
赤第1図 山陰沖海底の象化石の産出地点
1:亀井 (1978)によって報告されたもの
2:本文中で報告したもの,A:内上標本,
B:広沢標本,C:角谷標本
話では,この化石は美保関と隠岐島の中間で採取されたとのことであった。所有者と産出地点
について,よりくわしく聞きたいと申し出ていたところ,上記内上氏の所有物と判明したので
直接訪問して,大手までの状況を聞いた。その時の内上氏の談話によると,1974年の夏,操業
中の漁船海成丸が,大社の直北で水深約 100～120mの付近 (N35°30′,E132°38′)で,他に5
～6個の塊状のものと一緒に引き揚げたもののうちの1個を貫いうけたとのことであった。同
地点の底質は比較的硬い砂泥であり,引き揚げられた時に赤味がかった上が付着していたとの
話であったが,詳細がわからず,境港の海成丸事務所を訪ねて当時の様子を聞いたが,現在の
海成丸は新造されて全く異なった船であり,当時の乗組員もすべて乗りかえ分散してしまって
いた。なお,事務所の話では,海成丸が象の歯を引き揚げたことは聞いていないとのことであ
った。内上標本が地学教室へ届いた時には,内上氏の話にあった赤色の上は洗い落され,多少
磨かれていたが,全体に保存状態は良かった。
H2 広沢標本
1973年10月,農学部獣医学科上原正人氏より,地学教室吉谷昭彦氏のところに,化石らしい
ものが屈いているので見に来てほしいと電話連絡があった。早速同行して獣医学教室へ出かけ
てみたところ,象牙であることがわかった。この化石は賀露町の獣医広沢栄一氏より獣医学教
室上嶋俊彦教授のところへ鑑定を依頼されたものであった。この時は,象牙はまだ陸揚げされ
たままの株態で塩水にぬれていた。採取地点など
`【
ついてより詳しい情報を得たいと考え,広
沢氏に問い合わせた。その結果,つぎのことがわかった。
賀露漁協の広沢氏によると,産出地点は日御崎西方31マイル,水深176m,N35°30′,E132°5′
の温泉津沖で,採集年月日は1973年10月18日とのことであった。陸揚げしてすぐ,鳥取大学ヘ
届けられたものであった。地学教室へ持ち帰り, 塩ぬきをしたあと, 置いていたが, 冬季に
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なって乾燥してくると割れ日が開口し,携ける音を発するので,藤田敬氏,樽野博幸氏の指導
をうけ,補強することにした。 トライトン4 kg,AC30 120g,蒸留水 1000 Cc,計4120gの補
強液中に一週間ひたし,引き揚げたあと,AC 34を表面にハケでぬり,補強した。なお,標本
は応沢氏の好意で地学教室へ寄贈されることとなった。
IH 標本の保存状況
内上標本も広沢標本も研究者が直接採取したものではなく,漁船が操業中に引き揚げたもの
で,人手を経て届けられたものである。したがって詳しい産状は不明である。標本上の堆積物
はすでに洗い去られているが,わずかに化石の保存の状況から海底における産状が推定できる
ので,観察した結果を以下に記す。
HI-1 内上標本
内上標本は重量 2.68 kg,高さ 16 cm,幅9cm
歯は舌側を下に,類側を上面にして,類側の約
態で海底に露出していたと思われる。第2図に
示したように頼側の約3cmはセメント質がほ
Iα全面に侵食されずに残っている。とくに,冠
周セメントも一部には残っていて漆黒色に丼っ
ている。一方,舌側では冠周セメントは全部 ,
充填セメントもほとんど溶脱しており,エナメ
ル質は乳白色で光沢を保って残っている。象牙
質も侵食をうけ,深くまで溶脱している。象牙
質は暗褐色～褐色でもろく,割れ目が多数入っ
て小片に分離している。
頼側のほlα全面をのぞいて化石の全表面には
ウズマキゴカイと唇口類に属するコケムシが着
生していることから,この標本は浸食作用をう
けてのち母岩から離れ,頼側を下にして全体が
しばらく海底に露出していたことがうかがえる。
咬合面上では頼側の充填セメントが完全に残っているが,舌側では半分近 く溶脱している。
象牙質はエナメル質より約5mmくはんでいるが,これは,磨耗に加えて溶脱によるものと考
えちれる下 ――
全体の保存状態は亀井 (1969)の第3号標本にきわめてよく似ている。
HI-2 広沢標本      :
広沢標本は象の切歯 (象牙)で,先端から84 cmが採取されている。最大径13 cm,重量約
9 kg,全体にゆるくねじれ, そのねじれにそったように割れ目が発達している。この標本も水
揚げされた時にはすでに母岩から遊離していて,どのような状態で海底にあったか不明である。
象牙は先端から84 cmのところでほ燎直角に折れている。その破断面は新鮮であるが, 象牙
質は乳白色でもろく,,同心円状に剖離しかけている。
象牙の表面は新鮮で色は淡黄褐色,貝によって穿孔されている場所もある。表面から2cm
のほぼ三角形をした象の臼歯である。 この日
3cmが地層中か,海底推積物中に埋没した状
第2図 歯根側よりみた内上標本
左上顎第3大白歯 (3M)の保存状態.頬側の
セメント質(黒域)は残っているが舌側では侵食
されてエナメル質(白域)が露出している。
象牙質(点域)も舌側は深く侵食され,頬側の約
1/3は残っている。大線部より下が海底に埋も
れたままであったことを示す。
は内部より堅硬であるが薄く鋼離しやすい。全表面にコケムン,ウバマキゴカイなどの固着生
物が着生している。割れ目をまたいで着生しているゴカイやコケムンがあるので海底に露出し,
ゴカイが着生するまでに,すでに,この象牙はかなり痛んでいたと考えられる。折れ日の一部
にもゴカイなどが附着しているので トロール中にこの部分で折れたものと思われる。ゴカイの
附着は背面に特に多く,腹面および側面には少ない。
象牙の先端の腹面が磨耗しているが,磨耗面は凹んでおり,生息時の使用で,外部より軟ら
かい内部の象牙質が磨耗してくIαんだものであろう。
IV 化石の同定
IV-1 内上標本
IV―li 内上標本の同定 内上標本は歯冠高 160 mm+,歯冠長 195 mm十,歯冠幅91 mmの自
歯で,横からみて三角形を呈し,咬板が真直ぐに伸びており,咬板の連結が早いことなどから
上顎の大臼歯である。咬板数は12枚が数えられ,更に遠心側 (のど側)に一枚,近心側(唇側)
に2枚は在ったと思えるが,欠損している。遠心側には咬耗のすすんでいない掌状板が一枚見
られる。
第3図 プウの自歯の計測位置
W:歯冠幅,L:歯冠長,H:歯冠高, ?:前出角, θ:咬合面角
F:咬板頻度(近遠心方向に100mmの長さに含まれる咬板の数)
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咬合面の全体の形は先細りの長六角形,もしくは菱型で,近心部ほどよく咬耗がすすんでい
る。咬合面は平坦でなく,遠心側がややふくらみ気味で,中心部がく鷹んでいる。乳頭状の突
起は遠心側に3～4みられる。咬合面ですリヘ
った咬板のエナメル層は中央部で突出して菱形
の隆起一―ロキツドント・プリカーーをつくる
が,本標本では近心側ではっきりと発達してい
るものの遠心側ではそれほど顕著ではない。一
方,エナメル招曲は全体によく発達し,とくに
中央部付近で強く発達している。上顎の日歯で
は咬板が一般に頼側に開く傾向があるが,本標
本でははっきりせず,遠心側と近心側で逆にな
っているように見える。
咬合面を下に,遠心側を手前にして見たとき,
右側がややふくらみ,左側がよりふくらむので ,
左側が類側,右側が舌側と考えられ,内上標本は右上顎の大日歯と結論した。
表1に内上標本と佐浜のナウマンブウの模式標本の諸計測値を示す。計測は野尻湖発掘調査
団哺乳類グループの方法を参考にして行なった。
上述の諸特徴,計測値と模式標本との比較検討から内上標本をナウマンブウ 的 励θ況駆認bη
ηαク陶αη″ゲ(MAKXYAMA))の右上顎第二人自歯 (3M)と同定した。
IV l―ii 考察 内上標本との比較のため京都大学理学部地質学鉱物学教室所蔵の ナウマン
ブウの諸標本を観察した。完模式標本である佐浜標本,野尻湖産の上顎第二大臼歯 (3M)のレ
プリカ,瀬戸内海産の上顎第二大日歯 (3M)などである。内上標本はナウマンプウと同定した
が,2・3の点で上記標本と異なったところがある。すなわち,内上標本の特徴は歯冠幅が速
表1 右上顎第二大臼歯(aM)の計測値
備 考
第4図 咬合面の一部にみられるロキツドン
ト・プリカとエナメル櫂曲
斜線部 :象牙質, 自色部 :エナメル質,
点部 :セメント質
第5図 ナウマンプウ(P.naumanni)の上顎第3大自
由(3Ma)の歯冠長一歯冠高の関係
③佐浜標本(模式標本),●野尻湖標本 O瀬戸内海
標本 ▲ナルバダゾウ Xアジアプウ *内上標本
(野尻湖発掘調査団 :1975に加筆)
咬板式FL
咬板数N
使用咬板数U
歯冠長L
そしゃく面長Lg
歯冠高H
歯冠幅W
エナメル厚E
咬板頻度F
崩出角 ?°
咬合面角θ°
機能咬板示数
Q=100U/Lg
歯冠高示数Kh=H/W
歯冠幅示数W/Lo%
歯冠長示数H/L%
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心側で急に先細りしている点と,歯冠幅が大きく89‐2に達していることがあげられる。歯冠
高の低いのは咬耗が進んでいるためと思われる。エナメル厚は他とくらべてやや薄く,咬板も
薄い。ロキソドント・ プリカはあまり発達しないが,エナメル裾曲は顕著で咬板磨耗面の中心
部で特にいちじるしい。
遠心根1から4枚日と5枚目の咬板の間で歯冠幅が急に大きくなり,類側に咬板が一枚多く
なっているが, これは病的な奇型と考えられる。このような病的な奇型で あるためか,歯冠
高一歯冠長の関係図(W/Lダイヤグラム)では図5に示したように他よりややはずれたとこ
ろに位置する。
IV 2 広沢標本
IV 2-i 広沢標本の同定 広沢標本は切歯 (象牙)であるが,採集されたのは先端から背面
長で 83 cmほどである。 その断面はほほ円形で,象牙特有の交互する網状模様が見られる,
象牙質には同心円状に割れ目が入り,乳白色を呈している。象牙表面は淡褐色で内部より硬く,
先端の腹面は象牙質の中心部が磨耗 し楕円形状のくぼみができている。
広沢標本は先端から10 cmほどの辺から急に太くなり,その後はわずかに太 くなるだけであ
る。腹面長の方が長く,背面に凹湾しているが,背面からみると左から右の方にねじれたよう
に見える。ナウマンプウの切歯の全体的な特徴は,尖端は細く,漸次太さを増し,彎曲度はそ
れほど大きくはないが,ねじれは,はじめ,外下方に曲り,全体の1/3位の前部が急に内上方
に曲る。 この特徴からみて広沢標本は左上切歯の先端部と考えられ,折れていなかったら全
長は2mを越すものであったと考えられ,産出地点,産状,形態からナウマンゾウ (=αJtrθο_
ね胸あ″″αク筋α″″ゲ(MAKIYAMA))め左上切歯 と同定した。
広沢標本の計測値は次のとおりである。
長さ (曲) 84 cm,長さ (直) 73 cm.
最大周   40 cm,最大径   13.Ocm,
重量 (乾燥)約9 kg.
犬塚 (1976)は広沢標本を計測し,ナウマンブウの切歯の研究をまとめた論文で他の標本と
比較しているので,その計測数値を引用して表2に示す。
表2 左切歯(牙)の計測値 (犬塚(1977)より引用)
〔 〕は磨耗による欠損, 一ひびわれで実際より大きい値
単位mm
IV 2-ii 考察 ナウマンブウの切歯について総括的な研究をした犬塚 (1976)は,先端か
ら急に太くなる型と,徐々 に太くなる型の2つがあることを指摘した。広沢標本を含む日本海
産の3本の切歯はいずれも前者の急に大くなる型に属し,なかでも,広沢標本は,犬塚の計測
した9本の標本のなかでは最も太いものである。なお2つの型が何を意味するのか,果して2
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型に分りてよいのかまだはっきりしていない。広沢標本は曲率,先端部の横径の変化,保存状
態などの点では京都大学に所蔵されている日本海産の一号標本にもっともよく似ている。
V 角谷標本について
山陰沖の海底で採取された象化石は亀井 (1967)による5個と,本報告でとりあげた内上・
広沢両標本の計7個以外にも,産出地点不詳のものや,採取された経緯の不明のものを合せる
と可成りの数にのIαるらしい。なかには,別な海域で採取され,山陰沖海底産と称されている
ものもあるようで,貴重な資料も地質学上の資料としては役立たないものまである。
内上標本の出所を探ねている過程で,境港市浦郷漁業協同組合境港出張所の角谷岩信所長が
象牙化石を所有されていることが判明した。この標本は産出地点がはっきりしており,信頼で
きるものであるから,角谷標本と呼がことにし,ここに略記しておく。
角谷標本は1969年の冬,浦郷漁業協所属の底曳船,常盤丸 (15t)が引き揚げたものである。
その位置は千武利島の西島,三度崎灯台の北西18マイル,(N36°07′,E132°52′)で,水深 150m
付近の海底にある,通称チャワン瀬と呼んでいる瀬で採取された。角谷標本は全長 mocm,先
も元も欠けているが,最大径 15 cm,象牙質に網状模様が見られる。採取当時,地元の研究者
によってナウマンブウ 働 肋¢οttοブο″ヵαクηα″″
'(MAKIYAMA))の
切歯と同定され,境港市
報に写真をつけて報道された。現在は角谷氏が自宅に保管されているが乾燥がすすみ深い割れ
目が入っている。
VI まとめと謝辞
山陰沖の海底から第四紀最新世後期のナウマンプウ化石を産することは知られているが,正
式に報告された論文は1編のみで,他は正確な記録がないままにおかれ,産地などはっきりせ
ず,資料としての価値を失なっているものが多い。ここに報告した2標本は,いずれも山陰沖
の海底で産出したもので,研究資料として教育学部地学教室に寄贈されたので,産出の経緯な
どをできるだけ詳細に記録し,保存状態,同定結果を報告したものである。以下にその要約を
する。
1.内上標本は日御崎沖の水深 100～120m付近の海底から産出したナウマンブウ 働 肋θο‐
崩孵あ″ηα2ηαη″ゲ(MAKIYAMA))の左上顎第二大臼歯 (3M)でぁる。保存状態はいいが模式
標本と比較して歯冠幅が大きく,エナメル壁の摺曲が咬板の中央部で強いなどの特徴がみられ
る。
2.広沢標本は 日御崎西方 50 kmの水深 176mの海底 か ら産出した ナウマンプウ
働 励9誠駆οあη″α"η
α″″ゲ(MAKIYAMA))の左上切歯 (象牙)の先端部である,先端から急
に太くなる型に属するが,これまで報告されたナウマンブウの切歯のなかでも最大の部類に入
るものである。
3.角谷 標本は千武利島三度崎北西の水深 150m付近の海底から産した ナウマンブウ
的 肋?】οπο′οη ηαクηαη房 (MAKIYAMA))の切歯である。
4.上記3標本は,いずれも山陰沖の大陸棚縁辺部の海底から産出したもので,従来知られ
ていた産出地点に近い。この海域が哺乳動物化石の密集地であり,今後も産出の可能性が強い。
赤 木 二 郎
この報文をまとめるにあたって,まず貴重な標本を提供された内上虎保氏,広沢栄一氏に心
からの感謝の意を表する。また,多くの方々からご指導とご援助をいただいた。亀井節夫氏に
は模式標本との比較,計測などで懇切な御指導をいただき便宜をいただいた。井尻正三氏と犬
塚則久氏にははげましと同定についてご指導をいただいた。藤田敬氏と樽野博幸氏からは標本
の保存,補強でお世話になった。標本の人手までには田中窪篤氏,上鳴俊彦氏,上原五人氏 ,
吉谷昭彦氏の各氏のお世話になり,多くのご教示をいただいた。江原昭三氏には化石に附着 し
ている生物についてご教示をいただき,岡田昭明氏には写真撮影などでお世話になゎた。また ,
角谷岩信氏には多 くのご教示をいただいた。化石研究会の方々には多 くのご意見をいただいた。
記 して感謝の意を表する。
なお,本冴究の一部は昭和52年度日本地質学会関西支部例会 (島根大学)で発表 した もので
ある。
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ALstract
Fossil tcctュdescribcd herc arc composcd or twO spccincns wlxich be10ng tO Naumann's clcphant,
P,協♂οザ9/οめ″,αク館,″″
'(MAKIYAMA).ThcSC matcrials have bccn drcdgcd fl・
。m thc sca bottOm Ofthe           、
southcrn」apan sca ofFthc cOast OF San'in.
Thc sca bottom Of San'in is kno、vn tO bearrnany fossils of Naumann's clcphant,  Thesc lbss■s indicat
thc Latc PicistOcenc in agc,poもsibly thc Maxix4um Wiirm glacial agc.
Onc Ofthem is a wcll prcscrvcd mOlar tOOth and the othcr is a frOntal piccc Ofthe tusk of lNaumann's               '
eicphant.The molar(Mr・UChk mi's spccimcn)iS thC lcrt third uppcr Onc(3M),whiCh is charactcl・izcd
by having a brOad toOth crOwn and mcandcttng cnamcl folding wdl dcvclopcd at thc ccntral part of
thc occhsal surfacc. The tusk(?正r.Hirosawa'  spccimcn)iS idCntiflcd as thc lcft sccOnd uppcr hcisor
which is an abrupdy tapcring typc.
図版I 日本海底藤ナウマンプゥ 働 肋ω791b・οあ2 2rrク物αη″ゲ
(MAKIYAMA))の右上顎第3大自歯(1),内上標本
1,右上顎第3大自歯 (8?り頼側面
2,同上 咬合面
図版 I 鳥取大学教育学部研究報告 (自然科学)
図版H 日本海底産ナウマンブウ (Prr励¢)館οあ″ηαク物α″ガ
(MAKIYAMA))の右上顎第3大臼歯 (2).
1,右上顎第3大臼歯 (3M)遠心側面
2.同上 近心側面,歯根部を示す
3.同上 舌側面
図版Π 鳥取大学教育学部研究報告 (自然科学)
2
3
図版HI 日本海産ナウマンブウΥ切残ヴ館ο″″,夕密α″″
(MAKIYAMO)の左切歯(牙),広沢標本
1.左切歯(牙)外側面
2.同上腹面 先端部の咬耗状態を示す
3. 同上破断面 象牙質を示す
4` 向上先端部にみられる象牙模様
5.同上背面に着生したウズマキゴカイとコケムン
の遺骸
採本の所在 鳥取大学教育学部地学教室, スケールは大い実線が
5cmをあらわし―,細い実線がl clnをあらわす。
図版肛 鳥取大学教育学部研究報告 (自然科学)

